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大切にしたいし、一緒にやっていければいいかなと思って。」とのこと。ただし、研修生として

受け入れるには、興治さんによる厳しいチェックがあります。面接と現場体験を行い、数日～数

週間のお試し期間を必ず設けます。厳しい農作業を体験し、それでも続けていける人しか受け入

れないそうです。研修生として受け入れた人のうち独立を希望する人に対しては、１～２年の長

期研修プログラムのあと、独立シミュレーションとして、実際に自ら計画を立て農業生産を１年

間行ってから独立となります。厳しい研修を経験した卒業生であるため、その後もしっかり農業

を営んでおり、千姓からの販売支援なども受けることができます。 

 

 

 

千姓における大きな柱の一つが、特別栽培米「れんげちゃん」で

す。「れんげちゃん」は、消費者の求める米づくりをモットーに、昭

和 63 年から地域で取り組み始め、千姓でも当時から栽培を続けてい

ます。レンゲを鋤き込んで基肥とし、本田では化学肥料を使わず、

化学合成農薬を慣行より５割以上減らした特別栽培米で、「阿

久比米れんげちゃん研究会」の会員によって生産されていま

す。千姓では、米の消費量が減っている中で「れんげちゃん」

を PR するためには、いろいろな選択肢があった方が良いと考

え、「れんげちゃん」の米粉を利用したパスタやうどんの販売

も開始しました。 

「阿久比米れんげちゃん研究

会」は平成 25 年から、除草剤

を含め化学合成農薬を一切使用しない「れんげちゃん黒」の販売

を開始しました。千姓においても、「れんげちゃん黒」の栽培技術

を確立し、栽培面積を増やしたいと考えているそうです。TPP など、

日本の稲作農家を取り巻く環境が厳しくなる中、「いかに差別化し、

おいしい米を提供できるかが重要。」とのお話でした。 

 

 

 

現在、千姓の経営規模は、水稲 40ha、野菜 20ha 程度となっています。野菜については、大手

スーパー等との契約栽培をしていますが、供給が追いつかず、まだまだ増やしたいと考えている

そうです。研修生が独立したあとの販売も支援する目的に加え、自社の販売量も増やしたいため、

独立後も千姓を通して出荷できるようになっています。水稲・野菜のどちらにおいても、品質向

上と安定生産が急務とのことでした。 

最後に、「農家にとって、仕事が生活の一部ではだめで、農業が産業として成り立つようにし

たい。農家が地域のためにボランティアで頑張っている部分が多いので、産業として無理なく維

持発展できるような仕組みを作りたい。まずは千姓で雇用を増やすこと、さらには卒業していっ

た研修生も含め儲けて、地域で人・物・金が循環できるようになるとうれしい。」と、農業と地

域の振興への夢を語ってくれました。 
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